
 

                                                       

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-208 高等学校 工業 電力技術  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 
 

7 実教 
工業 392 
工業 393 

電力技術１ 新訂版，電力技術２ 新訂版 

 

１．編修の基本方針 

1）幅広い知識と教養を身に付けられるように，広範囲にわたる学習内容を，電力エネ

ルギーを供給する視点（1巻）と，電力エネルギーを利用する視点（2巻）で区分け

するように分冊した。  

2）自ら学ぶ意欲を持たせるように，各章のはじめの章扉には，その章で学ぶ概要をま

とめ，各章の最後には，その章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条書きに

した「この章のまとめ」を設けた。また，例題のあとに，その例題に関連する問を

設けたり，節末問題や難易度を区別した章末問題を設けたりした。  

3）職業及び生活との関連が重視できるように，学習内容が応用されている身近な例や

実社会で利用されている例などを多く扱った。  

4）社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養えるように，学習内容に関連す

る場合は，社会で研究中の場合でも，新しい技術や構想などについても扱った。  

5）環境の保全に寄与する態度を養えるように，各章の学習内容と関わりのある省エネ

ルギーに関する記述に注目しやすいマークを設けた。  

6）我が国を愛するとともに，他国を尊重する態度を養えるように，照明が発達してき

た歴史には，さまざまな国の人々が関わっていることに加え，我が国の人々もその

発達に貢献していることを紹介した。  

 

２．対照表 
 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
「電力技術1」を学ぶ
にあたって 

身近な具体例と学習内容が，どうのように関わっているかを示した 

（第1号，第2号）。 

 

平成28年4月より，電力小売り事業が自由化されることを受け，その
概要をここに示した（第1号，第2号，第3号）。 

 

1巻p.4～5 

 

 

1巻p.6 

 

 
1章 

発電 

章のはじめの章扉に，この章の学習内容の概要とそれらに関する写真
を掲載した（第1号，第2号）。 
 
日常生活や産業社会では，電気エネルギーを活用することによって
なりたっていることに気づかせるため，｢エネルギー資源と電力｣の項
目を設けた。（第1号，第3号）。 

 

小水力発電についてコラムで触れた（第3号，第4号）。 

 

火力発電に関する省エネルギー技術や環境対策を扱った（第4号）。 

 

1巻p.7 

 

 

1巻p.8～14 

 

 

 

1巻p.35～36 

 

1巻p.52～55 

 



 

核融合発電についてコラムで触れた（第3号，第4号）。 

 

福島第一原子力発電所の事故後の対策についてコラムで触れた（第3

号，第4号，第5号）。 

 

地球環境に優しい自然エネルギーによる発電を推進するため，｢
新しい発電方式｣の項目を設けた（第3号，第4号）。 

 

章の最後に，この章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条
書きにした「この章のまとめ」を設けた（第2号）。 

 

例題のあとに，その例題に関連する問を設けた（第2号）。 

 

節末問題や難易度を区別した章末問題を設けた（第2号）。 

 

 

具体例などを紹介する写真には，我が国の場所や我が国のメーカーの
製品を中心に扱った（第5号）。 

 

 

1巻p.65～66 

 

1巻p.71～72 

 

 

1巻p.73～80 

 

 

1巻p.81～82 

 

 

1巻p.24，27，59～60 

 

1巻p.14，36，55，72， 

80，83～84 

 

1巻p.7，15～16，18～ 

20，30～31，35，43， 

46，68，75 

2章 

送電 

章のはじめの章扉に，この章の学習内容の概要とそれらに関する写真
を掲載した（第1号，第2号）。 

 

スマートグリッドについて触れた（第3号，第4号）。 
 

章の最後に，この章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条
書きにした「この章のまとめ」を設けた（第2号）。 

 

例題のあとに，その例題に関連する問を設けた（第2号）。 

 

節末問題や難易度を区別した章末問題を設けた（第2号）。 

 

具体例などを紹介する写真には，我が国の場所や我が国のメーカーの
製品を中心に扱った（第5号）。 

 

 

1巻p.85 

 

 

1巻p.132～133 

 

1巻p.134～135 

 

 

1巻p.92 

 

1巻p.93，114，133，136 

 

1巻p.85，95，98，109，
122～123，126～128， 

130，132 

3章 

配電 

章のはじめの章扉に，この章の学習内容の概要とそれらに関する写真
を掲載した（第1号，第2号）。 
 

章の最後に，この章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条
書きにした「この章のまとめ」を設けた（第2号）。 

 

例題のあとに，その例題に関連する問を設けた（第2号）。 

 

 

節末問題や難易度を区別した章末問題を設けた（第2号）。 

 

 

具体例などを紹介する写真には，我が国の場所や我が国のメーカーの
製品を中心に扱った（第5号）。 

 

1巻p.137 

 

 

1巻p.166 

 

 

1巻p.144～146，156 

～157，162～163，165 

 

1巻p.153～154，165， 

167～168 

 

1巻p.137，146～150， 

157 

 

4章 

屋内配線 

章のはじめの章扉に，この章の学習内容の概要とそれらに関する写真
を掲載した（第1号，第2号）。 

 

技術者倫理の観点から，電気工事の環境に配慮したEM電線を用い
た工事について掲載した（第3号，第4号）。 
 

章の最後に，この章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条
書きにした「この章のまとめ」を設けた（第2号）。 

 

節末問題や難易度を区別した章末問題を設けた（第2号）。 

 

 

 

1巻p.169 

 

 

1巻p.192 

 

 

1巻p.210 

 

 

1巻 p.182， 209， 211～
212 

 

 



 

具体例などを紹介する写真には，我が国の場所や我が国のメーカーの
製品を中心に扱った（第5号）。 

 

1巻p.169，172～174， 

178～181，195～200， 

202，207 

 

5章 

電気に関する法規 

章のはじめの章扉に，この章の学習内容の概要とそれらに関する写真
を掲載した（第1号，第2号）。 
 

平成28年4月より，電力小売り事業が自由化されることを受け，その
概要をここに示した（第1号，第2号，第3号）。 

 

日本の伝統と文化から生まれた電気の法律である電気事業法が，
電気を有益に利用できるように定めた保安の規定であることを説明し
た（第5号）。 
 

章の最後に，この章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条
書きにした「この章のまとめ」を設けた（第2号）。 

 

難易度を区別した章末問題を設けた（第2号）。 

 

具体例などを紹介する写真には，我が国の場所や我が国のメーカーの
製品を中心に扱った（第5号）。 

 

1巻p.213 

 

 

1巻p.214～215 

 

 

1巻p.215，224 

 

 

 

1巻p.232 

 

 

1巻p.233 

 

1巻p.213，216，226， 

229～230 

 

1巻 問題解答 自学自習できるように，主に選択問題，計算問題を中心に，問題解答
を巻末に掲載した（第 2 号）。 

 

1巻p.234～235 

 

1巻 見返し1 

全国送電基幹連系系

統 

 

1巻 見返し2 

送配電系統の例  

 

1巻 見返し3 

揚水発電所のポンプ

水車および発電電動

機の構造 

 

1巻 口絵1～2 

 

 

1巻 見返し4 

わが国のおもな発電

所 

 

1巻見返し5～6 

構内電気設備の配線

用図記号（抜粋） 

 

具体例として，我が国の送電基幹連系系統がわかるように扱った（第
5号）。 

 

 

送配電系統について幅広く見渡せるような図で説明した（第1号）。 

 

 

教科書本文内で扱う項目に関連するポンプ水車および発電電動機

の構造を掲載した（第1号，第2号，第3号）。 

 

 

 

教科書本文内で扱う項目に関連する具体例や製品例の写真をカラ

ーで掲載した（第1号，第2号，第3号）。  

 

教科書本文内で扱う項目に関連するおもな発電所を掲載した（第

1号，第2号，第3号）。 

 

 

教科書本文内で扱う項目に関連する電気用図記号を掲載した（第

1号）。 

 

1巻見返し1 

 

 

 

1巻見返し2 

 

 

1巻見返し3 

 

 

 

 

口絵1～2 

 

 

1巻見返し4 

 

 

 

1巻見返し5～6 

「電力技術2」を学ぶ
にあたって 

身近な具体例と学習内容が，どうのように関わっているかを示した 

（第1号，第2号）。 

 

2巻p.4 

 

 
6章 

照明 

章のはじめの章扉に，この章の学習内容の概要とそれらに関する写真
を掲載した（第1号，第2号）。 

 

省エネルギー効果の高い光源としてLEDを扱った（第4号）。 

 

照明による省エネルギー対策の内容を扱った（第4号） 
 

例題のあとに，その例題に関連する問を設けた（第2号）。 

 

章の最後に，この章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条
書きにした「この章のまとめ」を設けた（第2号）。 

2巻p.5 

 

 

2巻p.22 

 

2巻p.32 

 

2巻p.36～37 

 

2巻p.38 

 



 

難易度を区別した章末問題を設けた（第2号）。 

 

具体例などを紹介する写真には，我が国のメーカーの製品を中心に扱
った（第5号）。 

 

2巻p.39～40 

 

2巻p.5，8，17，20， 

21，23，26～30 

7章 

電気加熱（電熱） 

章のはじめの章扉に，この章の学習内容の概要とそれらに関する写真
を掲載した（第1号，第2号）。 

 

例題のあとに，その例題に関連する問を設けた（第2号）。 

 

章の最後に，この章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条
書きにした「この章のまとめ」を設けた（第2号）。 

 

難易度を区別した章末問題を設けた（第2号）。 

 

具体例などを紹介する写真には，我が国のメーカーの製品を中心に扱
った（第5号）。 

 

2巻p.41 

 

 

2巻p.42～44，56 

 

2巻p.61 

 

 

2巻p.62 

 

2巻p.41，48，50～55，
57， 

8章 

自動制御 

章のはじめの章扉に，この章の学習内容の概要とそれらに関する写真
を掲載した（第1号，第2号）。 

 

制御の説明や各種機器の動作の説明には，できるだけ身近で具体的な
例を挙げた（第2号）。 

 

例題のあとに，その例題に関連する問を設けた（第2号）。 

 

章の最後に，この章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条
書きにした「この章のまとめ」を設けた（第2号）。 

 

難易度を区別した章末問題を設けた（第2号）。 

 

具体例などを紹介する写真には，我が国のメーカーの製品を中心に扱
った（第5号）。 

 

2巻p.63 

 

 

2巻p.64～78 

 

 

2巻p.90～94 

 

2巻p.103，104 

 

 

2巻p.105，106 

 

2巻p.63，68～72，79 

 

9章 

コンピュータによる
制御 

章のはじめの章扉に，この章の学習内容の概要とそれらに関する写真
を掲載した（第1号，第2号）。 

 

ドローンについてコラムで触れた（第3号，第5号）。 

 

章の最後に，この章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条
書きにした「この章のまとめ」を設けた（第2号）。 

 

難易度を区別した章末問題を設けた（第2号）。 

 

具体例などを紹介する写真には，我が国のメーカーの製品を中心に扱
った（第5号）。 

 

2巻p.107 

 

 

2巻p.126 

 

2巻p.127 

 

 

2巻p.128 

 

2巻p.107，110，112， 

123，125 

10章 

電気化学 

章のはじめの章扉に，この章の学習内容の概要とそれらに関する写真
を掲載した（第1号，第2号）。 

 

リチウムポリマー電池，ナトリウム-硫黄電池を扱った（第4号）。 

 

章の最後に，この章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条
書きにした「この章のまとめ」を設けた（第2号）。 

 

難易度を区別した章末問題を設けた（第2号）。 

 

具体例などを紹介する写真には，我が国のメーカーの製品を中心に扱
った（第5号）。 

 

2巻p.129 

 

 

2巻p.134，135 

 

2巻p.141 

 

 

2巻p.142 

 

2巻p.129 

11章 

電気鉄道 

章のはじめの章扉に，この章の学習内容の概要とそれらに関する写真
を掲載した（第1号，第2号）。 

 

リニア中央新幹線についてコラムで触れた（第3号，第5号）。 

2巻p.143 

 

 

2巻p.164 



 

章の最後に，この章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条
書きにした「この章のまとめ」を設けた（第2号）。 

 

難易度を区別した章末問題を設けた（第2号）。 

 

具体例などを紹介する写真には，我が国のメーカーの製品を中心に扱
った（第5号）。 

 

2巻p.165 

 

 

2巻p.166 

 

2巻p.143，149，150， 

155，159，160，164 

12章 

さまざまな電力応用 

章のはじめの章扉に，この章の学習内容の概要とそれらに関する写真
を掲載した（第1号，第2号）。 

 

省エネルギーに関する，ヒートポンプ，通年エネルギー消費効率
を扱った（第4号）。 

 

電気自動車，燃料電池自動車を扱った（第3号，第4号）。 

 

章の最後に，この章で学んだ内容の中から特に重要な事項を箇条
書きにした「この章のまとめ」を設けた（第2号）。 

 

難易度を区別した章末問題を設けた（第2号）。 

 

具体例などを紹介する写真には，我が国のメーカーの製品を中心に扱
った（第5号）。 

 

2巻p.167 

 

 

2巻p.168～170 

 

 

2巻p.180～184 

 

2巻p.185 

 

 

2巻p.186 

 

2巻p.167，171，174， 

178，181，182 

2巻 問題解答 自学自習できるように，○×問題，記号問題，穴埋め問題，計算問 

題，出力結果を考える問題を中心に，問題解答を巻末に掲載した（第 

2 号）。 

 

p.187 

2巻 見返し1～2 

開閉装置，制御装置

および保護装置の電

気用図記号 

 

2巻 見返し3 

おもな照明の歴史  

 

 

2巻 口絵1～2 

 

 

2巻 見返し4 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ命

令語とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ例  

 

2巻 見返し5，6 

国際単位系 

教科書本文内で扱う項目に関連する電気用図記号を掲載した（第

1号）。 

 

 

 

6章照明で扱う光源の発明・実用化に関わった人物とその国籍を

掲載し，その中でもノーベル賞を受賞した人物を紹介した（第5

号）。 

 

教科書本文内で扱う項目に関連する具体例や製品例の写真をカラ

ーで掲載した（第1号，第2号，第3号）。  

 

8章自動制御で扱うﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｺﾝﾄﾛｰﾗに関する命令語を掲載した

（第1号）。 

 

 

国際的に共通する国際単位系（SI単位）を掲載した（第2号，第

5号）。 

 

2巻見返し1～2 

 

 

 

 

2巻見返し3 

 

 

 

2巻口絵1～2 

 

 

2巻見返し4 

 

 

 

2巻見返し5，6 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

1）国家及び社会の形成者として必要な資質を養えるように，用語は，原則として文部

省「学術用語集(電気工学編)」およびJIS(日本工業規格)に準拠した。  

2）専門的な知識，技術及び技能を習得できるように，用語から，その用語の掲載ペー

ジが検索できるように，できるだけ多くの専門用語を索引に掲載した。また，国際

化を配慮して，各技術用語に対応する英語表記を示した。  

3）社会について，広く深い理解と健全な批判力を養えるように，計算問題だけではな

く，記述式の問題も扱った。 
 



 

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-208 高等学校 工業 電力技術  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名 
 

7 実教 
工業 392 
工業 393 

電力技術１ 新訂版，電力技術２ 新訂版 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

電力技術の学習内容は多岐にわたっているため，生徒が理解しやすくなるように，また基

本的な知識と技術が確実に修得できるように，学習指導要領に示されている6項目を12の章

で構成した。各章の配列，内容は次のように定めた。  

  「電力技術1」では，第1章「発電」，第2章「送電」，第3章「配電」，第4章「屋内配

線」，第5章「電気に関する法規」の順にした。  

  「電力技術2」では，第6章「照明」，第7章「電気加熱（電熱）」，第8章「自動制御」，

第9章「コンピュータによる制御」，第10章「電気化学」，第11章「電気鉄道」，第12章「

さまざまな電力応用」の順にした。  

  なお，学習指導要領の「省エネルギー技術」の項目については，本書では章立てをせず，

各章において関連のある箇所で記述し，記述箇所に注目しやすいマークを設けて対応した。 

  

『 電力技術1 』 

「電力技術1」を学ぶにあたって 

  現代社会は大量に電気エネルギーを利用することでなりたっていることを気づかせるよう

にし，その電力の発生から消費までの電気の流れについても，図によって理解できるように

した。電力を安全に輸送する送電設備についても流れ図で説明した。また，平成28年4月よ

り，電力小売事業が自由化されることを受け，その概要をここに示した。 

第1章 発電 

(1)「エネルギー資源と電力」の節では，エネルギー資源の種類と発電方式の関係について

理解させるとともに，エネルギー資源に限りがあり，新しい発電方式の開発が必要で

あることを理解させるようにした。  

(2)「水力発電」の節では，水力発電方式の原理・種類，また施設設備の構成・機能・特性

および運用などについて理解できるような説明を心がけた。また，電力負荷の平準化

に対応できる揚水発電の必要性を説明した。  

(3)「火力発電」の節では，火力発電の概要・蒸気の性質・発電設備の構成や特性について

理解させるとともに，発電効率の高いコンバインドサイクル発電，および環境対策に

ついても理解させ，省エネルギー技術への関心を高めるようにした。  

(4)「原子力発電」の節では，原子力エネルギー，原子炉の構造・種類，原子燃料サイクル

などについて理解できるようにした。原子力発電所の運転にあたっては放射能が外部

に漏れないように安全性が最優先されていることを強調しつつも，福島第一原子力発

電所の事故やその後の対策についても触れた。また，核融合炉での発電も触れた。 



 

(5)「新しい発電方式」の節では，地球環境に負担をかけない再生可能エネルギーを利用し

た，新しい発電方式である太陽光発電・風力発電・燃料電池発電・地熱発電等につい

て，それぞれの概要と特徴が理解できるようにした。  

第2章 送電 

(1)「送電方式」の節では，発電所で発電した電力を高電圧に昇圧して送電するが，送電中

に生じる損失を少なくし，安全に送るための送電系統の構成・送電の電気方式・送電

電圧等について理解できるようにした。  

(2)「送電線路」の節では，架空送電線路の電線･支持物･がいしについて，また線路定数・

等価回路・電圧降下について定量的な扱いを詳しく説明するとともに，さらに理解が

深まるように写真や図を用いて説明した。地中送電線路では，ケーブルの種類と特徴，

ケーブルの布設法や電気的特性については，例題を設けて計算が容易にできるように

した。 

(3)「送電と変電の運用」の節では，定電圧送電のしくみ，送電線路の地絡･接地方式およ

び誘導障害，さらに送電線路の保護について理解できるように工夫した。また，変電

所の役割・種類・設備の構成・運用などについてもわかりやすく説明し，理解しやす

いようにした。 

第3章 配電 

(1)「配電系統の構成」の節では，配電系統には高圧配電線路および低圧配電線路があるこ

とを説明し，それぞれの系統の種類と特徴を理解させるようにした。また，配電設計

をする場合に必要な需要率，不等率，負荷率等の定義が理解できるように説明した。

また，架空配電線路の器材，接地工事の種類と接地工事の方法などについて，それぞ

れの違いが理解できるようにした。  

(2)「配電線路の電気的特性」の節では，配電線路の電圧降下および電圧変動率，電圧の調

整，電力損失と力率の改善，進相コンデンサの所要容量の計算などについて理解を深

め，正しい取り扱いができるようにした。  

第4章 屋内配線 

(1)「自家用電気設備」の節では，高圧受電設備の機器とその機能，非常用電源設備，省エ

ネルギー対策，キュービクル式高圧受電設備の種類と特徴，保安規程の内容，保安業

務，日常および定期点検などについて理解できるようにした。  

(2)「屋内配線｣節では，回路方式，低圧引込線，分岐回路，設計，工事材料，配線器具，

配線工事の概要および配線設備の調査について理解させ，実験･実習においてこれらの

知識が活用できるようにした。  

第5章 電気に関する法規 

(1)「電気事業法」の節では，電気事業法の目的と概要，電気工作物，電気事業の特質につ

いて，条文そのものをゴシックで表し，その内容が正確に理解できるように説明した。

また，電気設備技術基準および解釈，保安規程の目的，その他電気に関する法令，電

気主任技術者免状の種類と保安の監督ができる範囲，事故報告，電気設備技術基準・

解釈の概要，再生可能エネルギー特別措置法について説明し，電気に関する法規が電

気を学習する上で重要な知識であることを理解させるようにした。  

(2)「その他の電気関係法規」の節では，電気工事士法の目的，電気工事士の資格と作業範

囲，電気工事業法に関する法律の概要，電気用品安全法の概要などについて理解を深

め，とくに電気工事士法については実験・実習において活用できるようにした。  



 

『 電力技術2 』 

第6章 照明 

(1)「光と放射エネルギー」の節では，光の色，放射束，熱放射と黒体，色温度，ルミネセ

ンスから光の性質が，どのようなものかを理解できるように平易な言葉で説明した。  

(2)「光の基本量と測定法」の節では，光束と比視感度，光度，照度，輝度などの光を表す

用語の定義と，照明に関する単位について説明し，これらの基本量をどのように計算

して求めるかを示した。また，光の測定法についても触れた。  

(3)「光源」の節では，LEDランプ・蛍光ランプ・HIDランプ・白熱電球などについて，構

造や特徴を理解させ，目的に応じて光源を活用できる能力が身につくようにした。最

新のLEDランプやインバータを用いた蛍光ランプを光源とする，省エネルギー照明に

ついても説明した。 

(4)「照明設計」の節では，適正照明と省エネルギー照明・照明方式と照度基準・屋内全般

照明の設計について理解させるとともに，簡単な照明設計ができるようにした。  

第7章 電気加熱(電熟) 

(1)「電熱の基礎」の節では，電熱の発生と伝達，潜熱と顕熱の考え方および電熱用材料の

種類と特性など，電熱の基礎的事項について理解させるようにした。  

(2)「各種の電熱装置」の節では，電気炉，誘導加熱装置，誘電加熱装置，赤外加熱装置，

それぞれの原理・構造・特徴・用途などについて理解させるようにした。  

(3)「電気溶接」の節では，電気溶接の基礎，アーク溶接および抵抗溶接の原理と特徴につ

いて理解させるようにした。  

第8章 自動制御 

(1)「自動制御の概要」の節では，自動制御のしくみと考え方を理解させ，自動制御が有用

で身近なものであることに気づかせ，学習意欲を高めるようにした。  

(2)「シーケンス制御」の節では，シーケンス制御に用いられる有接点制御機器を用いて，

シーケンス制御系の図示方法，いろいろなシーケンス制御回路を学ばせ，汎用性の高

いプログラマブルコントローラについて理解を深めさせるようにした。  

(3)「フィードバック制御」の節では，プロセス制御などの具体例からフィードバック制御

系の構成と動作，伝達関数とブロック線図，制御系の特性，安定判別と補償などにつ

いて理解させ，制御実験や実習において，その知識を活用できるようにした。  

第9章 コンピュータによる制御 

(1)「コンピュータと制御」の節では，コンピュータ制御に必要なインタフェースの概要，

アクチュエータの種類，センサの種類について，身近な例を用いて説明した。 

(2)「制御用コンピュータ」の節では，制御用コンピュータの種類と構成，インタフェース

の概要，アクチュエータ・センサの種類が理解できるようにした。  

(3)「コンピュータによる制御」の節では，制御用プログラミング・入出力制御について，

簡単なプログラムによる具体例を示し，コンピュータ制御の基本と考え方が理解でき

るようにした。 

第10章 電気化学 

(1)「電池」の節では，代表的な一次電池および二次電池を取り上げ ,それらの構造・特徴

および用途について理解させ，その活用方法を身につけさせるようにした。またナト

リウム－硫黄電池が電力貯蔵用蓄電池として，電力負荷の平準化に有用な機器である

ことを説明した。 



 

(2)「表面処理」の節では，電気めっき・電解研磨・陽極皮膜処理などの概要について理解

を深めさせるようにした。 

(3)「電解化学工業」の節では，食塩水の電気分解，かせいソーダの製造，溶融塩電解，ア

ルミニウムの製造について簡単に説明した。  

第11章 電気鉄道 

(1)「電気鉄道の特徴と方式」の節では，電気鉄道の特徴と電気方式について，わかりやす

く説明した。 

(2)「鉄道線路」の節では，軌道・き電方式・架線方式・第3レール・帰線などの役割を説

明した。 

(3)「電気車」の節では，電気車の分類，電気車の電気回路，集電装置，主電動機，電気車

の速度制御および制動について，それぞれの働きを図・写真も用いて説明した。 

(4)「信号と保安」の節では，信号と閉そく，インピーダンスボンド，閉そく信号機のしく

み，自動列車制御装置について，電気車の安全な運行を維持する設備を説明し，図を

工夫して深い理解ができるようにした。  

(5)「特殊鉄道」の節では，ケーブルカー・ロープウェー・モノレール・リニアモータカー

などの特徴・用途について，図と写真を用いて説明した。  

第12章 さまざまな電力応用 

(1)「ヒートポンプ」の節では，代表的な省エネルギー機器であるヒートポンプの構造・エ

アコン・給湯器について，空気の熱をくみ上げる原理とともに図により，わかりやす

く説明した。 

(2)「加熱調理器」の節では，電子レンジと電磁調理器を取り上げ，発熱の原理を簡潔に説

明した。 

(3) ｢静電気現象の応用」の節では，静電気の発生・レーザプリンタ・電気集じん装置の構

成と原理を，わかりやすい図を用いて説明した。 

(4)「超音波とその応用」の節では，超音波の発生とその性質について，工夫した図を用い

て説明した。超音波の動力的応用では，超音波による洗浄・加工・溶接・凝集を，ま

た，計測的応用では，超音波探傷器・魚群探知器・超音波車両感知器などを取り上げ，

そのしくみを説明した。 

(5)「自動車への応用」の節では，ハイブリッド自動車の形式と原理，電気自動車の構成，

電動機の種類，電動機の制御方式と特徴，蓄電池および充電器の性能，燃料電池自動

車の構成や特徴について，図を工夫してわかりやすく説明した。  

 



 

２．対照表 
 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数 

「電力技術1」を学ぶにあたって 

第1章 発電 

(1) 発電 

ア 発電方式 

イ 水力発電 

ウ 火力発電 

エ 原子力発電 

オ 新しい発電方式 

1巻p.4～6 

1巻p.7～84 

11 

33 

 

第2章 送電 

(2) 送電と配電 

ア 送電 

 

1巻p.85～136 

23 

第3章 配電 イ 配電 1巻p.137～168 14 

第4章 屋内配線 ウ 自家用変電所と屋内配線 1巻p.169～212 16 

 第8章 自動制御 (3) 自動制御 

ア シーケンス制御 

イ フィードバック制御 

2巻p.63～106 

 

 

19 

 第9章 コンピュータによる制御 ウ コンピュータ制御 2巻p.107～128 19 

 第1章 発電 

 第2章 送電 

 第3章 配電 

 第4章 屋内配線 

(4) 省エネルギー技術 

ア 発電・送電の省エネルギー技術 

 

 

1巻p.53～55 

1巻p.118 

1巻p. 159 

1巻p. 177 13 

 第6章 照明 

 第10章 電気化学 

 第12章 さまざまな電力応用 

イ 電力利用の省エネルギー技術 2巻p.22，24～26，29，32 

2巻p.134，135 

2巻p.168～170 

「電力技術2」を学ぶにあたって (5) 各種の電力応用 2巻p.4 1 

 第6章 照明 ア 照明 2巻p.5～40 13 

 第7章 電気加熱（電熱） イ 電熱 2巻p.41～62 10 

 第10章 電気化学 ウ 電気化学 2巻p.129～142 16 

 第11章 電気鉄道 エ 電気鉄道 2巻p.143～166 10 

 第12章 さまざまな電力応用 オ 家庭用電気機器 2巻p.167～186 18 

第5章 電気に関する法規 (6) 電気に関する法規 

ア 電気事業に関する法規 

イ 電気工事に関する法規 

ウ 電気用品に関する法規 

1巻p.213～233 19 

  計 175 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


